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4月 初旬、満開の桜の中での資材運搬から始った発掘調査は、中道遺跡 という予想外に大 きな遺跡に遭

遇することとなった。当初、順調に進んだ調査 も、梅雨期 に入ると住居亀L検出も思 うに任せず、続々と発

見される遺構 に箕輪町地区全体で予定 した調査 目数 と費用を投入 しても、なお、不足する状態となった。

また、堂地遺跡 モリ広い面積 にわたって多くの遺構が確認 された。この遺跡 を調査する頃は、早天続 きで地

割れした遺構 を散水 して検出 しなければならぬ状況であった。工事用車輌のあげる土煙の中で、汗 と埃に

まみれて懸命 に働 く調査員、作業員のみなさんの姿が目に浮ぶ。

調査団は箕輪町地区の調査終了後、諏訪地区の調査 を12月 上旬まで行ない、その後で遺物整理、図版作

成、原稿執筆を行ない、漸 く、ここに報告書を刊行することがで きた。成果の主 なものは次のようになる。

1、 南大原遺跡では土墳 1基 を検出 した。

2、 堂地遺跡 においては、大原地籍で平安時代住居址 5軒、掘立建物址 9棟、土墳 12基、弥生時代かと

推定 される方形周溝墓 1基 を、堂地地籍で平安時代住居亀Ll軒、溝状遺構 2、 土墳18基、後世の掘立

建物址 1棟を、狐窪地籍で縄文中期住居址 3軒、平安時代住居址21軒、平安時代後期以降の掘立建物

力L10棟 、溝状遺構 3と 、縄文から中世 までの土渡 平Q基止検上 し、_多く の問題 を提起tたui~'~

〇狐窪地籍の多くの上墳は、縄文中期初頭の.2軒の住居址 と同時期 と推定 されるが、この時期の集落

構造を知る上で貴重な資料 となり得 る。土墳の一部 に祭祠、埋葬施設の可能性を感ず るが、住居IIL数

に比 し、土墳数が極めて多いことは貝宇蔵穴 としての機能 を考えることが妥当と考えられる。

○ 当地域 に於て、資料の少なかった縄文中期初頭梨久保式に後続する遺物 を相当量得たことは、周

辺 に形式設定を可能にする良好な遺跡の存在を予想させるものとして注目される。

〇 大原・狐窪地籍の平安時代の遺構群 は集落構造 を分析で きるものと考えるが、今後の研究に待 ち

たい。

3、 中道遺跡 においては縄文中期初頭の竪六状這構 2基を検出した。また、奈良・平安時代の住居亀L69

軒 、掘立建物址29棟、特殊遺構 1、 竪穴状遺構 7基、溝状遺構 2を確認 した。この時代に於ては県下最大

の遺跡 として、多くの成果をあげた。                    ＼

○ 奈良時代から平安時代の土器形式を、中道 I～Ⅳ期に編年 したことは、平出遺跡編年の空白期 を

補完 したものとして、大 きな意義を持つ。

0 5号 住居址の奈良三彩ミ20号住居址の馬具出土例は貴重なものであった。

〇 掘立建物址については多くの問題が投げかけられた。また、中道遺跡の性格規定 についてモリ不明

な点が多い。前者については今後の類例の増加 と、後者については今後の多角的な調査研究に待ちた

終 りにあたって、箕輪町当局、箕輪町教育委員会、被買収者組合、伊那教育事務所、日本道路公岡伊那

工事事務所の御協力と御援助を賜わらたことを記 し、感謝の意を表わしたい。       (大  沢 )

きとあ
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